                                         　                                         Ver．4　（06/5/30）
06年度　先輩企業人による少人数教育　シラバス（実施概要）

以下のシラバスの第１行は、左から順に、通番、チューターの 名前、卒業年、勤務先、をそれぞれ示しています。
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1　
河合 良文　
72   電通 第5クリエーティブ・ディレクション局


○開催頻度：　原則 月一回  18：30から2時間程度

○開催場所：　本社ビル（汐留）会議室ほか　適宜

○受入人数：　4～6名

○テーマ：　「広告の現在(いま)」

　主として制作の観点から、コミュニケーションの現場でいまどんなことが起こっているかを、一緒に探りたいと思っています。　表現に興味がある人、書くことが好きな人、歓迎。
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2　
吉本 卓雄　
72   東京海上日動火災保険 中国・四国本部　

○タイトル 「広島からの通信教育とたまの補講スクーリング」

○基本的には過去４年間とほぼ同じ内容で実施したいと思います。

○学生生活を有意義に過ごす方法を具体的に考えて実行して行く（授業の受け方、ゼミに臨む心構えとやるべき事等）。やってみてどうだったかのフィードバックも実施して行きます。

○就職活動についての論議

○社会人として求められる各種能力（主体力、課題認識力、分析力、文書力、表現力、交渉力など）を知って、今から出来る範囲でその能力を磨いていく。

○小職の仕事： 常務執行役員(中国四国エリア担当）　
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3
久布白 寛　
74   総務省 政策統括官 



安孫子 美良
88   NTT東日本 コンシューマ事業推進本部　
テーマ　「情報通信、政治・経済、ワイン」

日時：　平日夜

場所：　霞ヶ関、新宿、大手町　等

頻度：　１.５ヶ月に１回程度

人数：　５名程度

各方面からの専門家を招いて意見交換をするというスタイルで、情報通信や政治・経済その他のテーマについて取り組んでいきます。当初はブロードバンド関連のゲストを考えていますが、それにこだわらず、参加者の希望を取り入れていきたいと思います。また、毎回おいしいワインをセレクトして準備する予定です。ワインの味わい方についても、レクチャー・試飲しながら学べるようにしていきます。
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4　
中尾 映三　
74   伊藤忠商事（出向：ｼｰｱｲ繊維ｻｰﾋﾞｽ）　　
受入学生数：　5名まで

開催場所：　17:30pm　より　青山伊藤忠本社７Ｆ　で２時間程度

頻度：　１～１.５ヶ月に１回を目処とする。　（計6回）

内容：　ファション産業の基礎知識

　　　　　繊維産業の構造からブランドビジネスまでＱ＆Ａ形式にて行います。

　　　　　また、会社の設立や倒産まで幅広く、ざっくばらんに意見交換をしたいと思います。
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5
山崎　公　
74   JALホテルズ 経営企画室

○開催頻度： 原則 月一回  18：30から2時間程度

○開催場所： 会社（東京モノレールあるいはりんかい線天王洲アイル駅徒歩5分）の会議室又は当社運営ホテル訪問

○受入人数 ：5-6名

· テーマ： ホテルビジネスの実際

ホテル事業を例に、投資・M&A、ホテル運営、マーケティング、ホテル会計・税務、法務・契約、人事などの面からビジネスのいろいろな側面を見てみましょう。

○適宜社員に参加してもらったり、当社が運営しているホテルを訪問してホテルの裏側の見学（表側ももちろん）をしたいと考えています。メシもつくかな？？
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6　
石原 幸継
75
丸紅マシナリー
テーマ： 「ITを利用したビジネス展開」

印刷業界では機器のデジタル化が急速に進んでいます。その中でユニークなデジタル機器・システムを利用したビジネスモデルの構築を考えて行きます。メーカー訪問１～２回実施します。チュートリアル後は飲み会で楽しく会話をしましょう。

場所：千代田区三崎町または大手町

人数：３～４名

回数：１．５ヶ月に１回
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7　
工藤 祐司　
75   ジャパン・イーマーケット　
テーマ： 「営業とは何か」

社会に出て31年、学生時代に「パーティー屋」をやっていた期間を加えると33年間「営業」ばかりやってきました。就職して営業職を目指す方も、何となく自分は営業に向かないのではと考えている方も、あらためて「営業って何？」と聞かれると答に困るでしょう。実は33年やってきた私にも明快に説明する自信は無いし、かの村上龍先生も「13歳のハローワーク」の中で「営業という職業は説明が難しい」と告白しています。若い貴方たちにわかりやすく話すことが出来れば、私自身の考えをまとめる役にも立つのではないかという気持もあります。・・・と一応のテーマ設定はしておきますが、基本的には親子より年の離れた同士で月一回の飲み会を通じて色んなことを語り合えたらそれだけでお互い結構刺激になる、というのがこれまで3年チュートリアルをやってきた実感ですから、柔軟にテーマから脱線するようにしましょう。

実施要領： 月1回、平日19：00から2,3時間、池袋駅周辺の居酒屋で。1回は息抜きと相互理解のためカラオケBoxで。勘定は全体の半額をチューターが払い、残りを参加生徒でワリカン。従って下戸で小食は損するし、参加者が少ないと生徒の負担が大きくなるが、多いと会話が拡散して、ただの飲み会になってしまうので、生徒5人が最適規模。
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8　 
堀井 茂　　
76   堀井会計事務所　　
テーマ：　会計と税金に関する話

開催頻度　　月１回　時々休みあり

時間　　18：00から

場所　池袋近辺

会計や税金についての基礎知識がない人でも、わかるし議論に参加できるような会計や税金の話をテーマに選んで、楽しく学生の皆さんと一緒にいろんな話ができればいいなと思っています。　
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9　
本山 博史　
77   みずほコーポレート銀行 IT・システム統括部
○開催頻度： 原則 １ヶ月～１．５ヶ月に１回  １８：００頃から２，３時間程度

○開催場所： 会社（品川駅港南口インターシティ内）の会議室又は近くの飲食店

○受入人数 ：4－5名

○テーマ：「グローバル＆ＩＴ」

１．金融とは

２．グローバリゼーションとは

３．日本の金融機関のグローバル化

４．金融機関におけるＩＴ

５．ＩＴとグローバル化　等

○運営

１．当方から一方的に何かを教える、与えるという形はとりません。私は学生諸君が自ら考える触媒となることに徹します。

２．従って、学生諸君に、上記テーマに関し、こんなこと知りたい、どうなっているの？といった問題意識を出して頂いた上で具体的なテーマを決めます。

３．そのテーマについて学生諸君にディスカッションして頂き、私は介添役として議論の方向がそれないように見守りつつ、自分なりの考え方、整理の方向をお示しします。

４．あまり堅苦しくする積もりはありませんし、色々な人の意見、考えを聞く機会として、私の部（ＩＴ・システム統括部）の若手社員との懇談の場を設けることも考えます。

５．こうしたやり取りの中で、学生諸君一人一人が考え、今まで気付かなかったことに対する発見の機会にして頂きたいと考えています。

６．従って、テーマが与えられ、それらについて先輩の話を聞けるということを考えていると、期待はずれになります。

７．１年のチュートリアルに費やす時間を活かすも殺すも、貴君、貴女次第です。
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10　
深沢 英昭　
78   東京海上キャピタル
テーマ：　「経済感覚の磨き方1.5」

開催頻度： 月一度のペース

場所： 弊社会議室

時間： 平日１８時半から食事入れて2時間＋α
新聞記事（日経ではなく、敢えて読売新聞）をタタキ台に、当該記事の背景にある諸事情・生情報を私からゼミ生各位に事前に提供。チュートリアル当日は、ゼミ生各位の思うところ、今後の展開予想をしてもらい、合わせて私なりの見方・予想を提示。後日、各位の予想結果を楽しむことを通じて、一粒の新聞記事から、どこまで発想を広げることが出来るか、ゼミ生と一緒にトライしたいと考えています。

昨年度の進化版にしたいと思います。
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小山 信温 
79   農林水産省大臣官房地方課
・テーマ　「日本の行政、食と緑とデュアルライフを考える」

・時間　　平日１８時半から２時間程度　　１.５月に１回を目処

・場所　　農林水産省会議室又は銀座･青山界隈の飲食店

　アメリカ産牛肉などの食の安全やリサイクルといった環境施策など身近な問題について、日本の行政の進め方を説明した上で、フリーディスカッションを行います。行政の内容を理解することよりも、行政施策をどうやって作っていくかということを参画者の一員になったつもりで意見交換できればと思います。新鮮な発想さえあれば、難しい頭は要りません。

　「平日は都会で、週末は田舎で」という二住生活（デュアルライフ）は行政テーマであると同時に私自身の一つの理想的な生活でもあります。その実現に向けても議論したいと思います。

　チューターは初めてなので、皆さんと相談しながら試行錯誤でやります。自由な意見交換を中心にと考えていますので、酒を肴にアイディアの沸く人、大歓迎！
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12　
田村 雅靖　
79   富士通総研
テーマ： 情報通信技術と金融ビジネス

ねらい： 基本的な情報通信技術を理解し、身近な金融取引を素材として経営戦略的な観点から新たなビジネスモデルの可能性について模索する思考のトレーニング

内　容： 情報通信技術の基本的な仕組みについて概要を把握しながら、それらが身近な金融取引の中にどのように応用されているか、いくつかの事例を基に理解を深める。それら情報通信技術（ＩＴ）の革新が伝統的な金融ビジネスをどのように変革させつつあるか、その経緯を振り返る。最終的には、近年関心を集めたビジネスモデルについて代表的な経営戦略論（フレームワーク）の観点から分析や考察を深めることによって今後の可能性や将来像を展望する。

進め方： 毎回、事前に渡す資料や参考図書を理解した上で、参加メンバー同士でディスカッションを行いながら、最終的には各自が想定した技術で夢のあるビジネスモデルのコンセプトを創造する。　原則、１回／月のペースで１９時から２時間程度。進捗次第で追加。

場　所： 弊社（竹芝：新橋からゆりかもめで2駅目）の会議室
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13　
鈴木 康之　
80   ネットワーク専門ライター・編集者
　今年は次のようなものを考えています。

　◆わかりやすい文章の書き方、人に伝わる話し方（日記を書く）　◆パソコン、インターネット、メディアのリテラシー、最新インターネット事情　◆図書館の活用法と情報収集の技術（図書館の見学）　◆JICAの国際協力について（関係者との懇談）　◆編集者、デザイナーなど、マスコミ関係者との懇談

　初回に話し合いをして、みなさんの意見を入れつつ、どの部分に重きを置くか決定します。進めていくうちに、修正する可能性もあります。マスコミ志望の方に関わらず、来ていただいてかまいません。

　最近は、JICA日本センターのホームページの作成（http://japancenter.jica.go.jp/）など、国際協力関係の仕事をしている人たちとの接触が多いので、参加者の希望によってはメディア関係よりも、国際協力に力点を置いたチュートリアルになるかもしれません。

　場所は、池袋周辺、月1回。日時は、参加者と相談して決めます。終了後、食事会（参加は自由）をします。安くておいしくて珍しいものを食べようと考えています。

（プロフィール）

ライター・編集者。月刊誌『話の特集』の編集、『BOX』『SPA』などの取材や単行本の編集を経て、93年よりフリーランス。関心分野は、コンピューター、インターネットの他、児童文学、SF、ロックミュージック、図書館、アジアなど。各種ホームページの編集・制作、コンサルティングも手がけている。主な著書：『電子メールで企業革新』『必修常識・情報リテラシー』『図書館をしゃぶりつくせ』『はじめてみようインターネット英語サイト』『浦安図書館を支える人びと』

ホームページ　http://www.asahi-net.or.jp/~hh5y-szk/　もご覧ください。　hh5y-szk@asahi-net.or.jp
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14　
江川 透 
83   みずほフィナンシャルグループ 経営企画部
「金融機関のCSR（企業の社会的責任）戦略」

○頻度：１．５ヶ月に1回

○場所：大手町、内幸町、神田学士会館

○人数：3～4人

○テーマ

　１．CSR（企業の社会的適任）とは（各自のイメージを参考文献を読むことで作ってきてもらいます）

　２．CSRの概念整理（経団連や経済産業省の概念整理）

　３．CSRレポート（レポートの読み比べ）

　４．みずほのCSR施策（金融教育を中心に）

　５．CSR施策の体験（エコプロダクツ展等）

　６．CSR施策の効果と今後の展開

○参考文献：メンバー確定後に連絡します

○CSRは就職活動の話題としてもタイムリーなので、自分の言葉でCSRを語れるようになるのが最終目標とします。

○CSR推進の担当者や場合によってはコンサル会社との面談もセットしたい。
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15　
岸本 博之　
83   NTTデータ モバイル& ICメディアサービスユニット
・テーマは年間を通したテーマは定めず、情報システムのプロジェクト管理、ＣＲＭ、セキュリティなど、私の経験した業務の範囲で、話題をとりあげていきたいと思います。　特に何かを深く掘り下げるのではなく、各項目について概要レベルの知識を得ることを目的としたいと考えます。

・開催は１．５～２ヶ月に１度

・メンバは３名程度

・時間は午後４時頃から２時間程度

・場所は現在の勤務地である築地のオフィスの会議室を予定
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16　
久村 俊幸
83
東京海上アセットマネジメント投信
 「仕事に必要な能力：思考力と発表力」
場所：東京海上アセットマネジメント投信会議室（千代田区丸の内１－２－１東京海上日動ビル新館１４階）

開催タイミング：１．５が月に１回　平日夜６：００前後から

人数：３名～５名程度

テーマ：　私の業務は、いわゆる資産運用業務になりますが、この仕事の話を中心にしても面白くないと思いますので、違うものをテーマにしようと思います。現段階では、社会人として仕事をしていくうえで必要な能力のうち、以下のようなポイント（あまり脈絡はありませんが）について、学生の皆さんと一緒に考えていこうと思っています。

①仕事をしていく上で必要な能力について

②「考える」こと、「判断」すること

③発表の技術

参加していただく学生の方にも、後半戦では何らかのプレゼンテーションをしてもらえるようにしていきたいと思います。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

17　
中里 宏史　
83   JFEスチール 建材営業部 土木建材室　
○テーマ：『日本鉄鋼業を取り巻く環境』（需要産業の動向と鉄鋼業の戦略）





○開催頻度：原則　１回/月








○開催場所：内幸町界隈








　・随時、中堅・若手の鉄鋼マンおよび商社マン等の参画をふくめ産業界の動向とそこに携わるものの感性・経験を伝えていければと考えています。








　・メンバーの自主性・主体性に重きをおいた運営を図っていきます。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

18　
坂野 俊哉
83
ブーズ・アレン・ハミルトン
○　テーマ 『マネジメントコンサルティングとは』

○　内容：経営者の仕事、経営ビジョン/競争戦略/企業再生/Ｍ＆Ａ等の経営課題とその事例、コンサルタントの役割と基礎スキル等

○　日時：平日18時半から2時間程度+飲み会

○　場所：弊社オフィス（城山ヒルズ、六本木一丁目、神谷町）、近辺のレストラン（六本木、西麻布等）

○　頻度：2ヶ月に1回

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

19　
樗木 浩司
85
みずほ銀行 板橋支店
テーマ：　「金融の現場のお話」

　　・昨年に引き続き上記テーマで実施したいと思います。

　　・金貸ということにこだわらず、幅広く商売で金をやりとりするのはどういうことかを考えたいと思います。

　　・ただ多少の脱線はするかもしれません。

日時：　平日　夜

場所：　大東文化大学教室 or 池袋あたり

頻度：　１～２ヶ月に１回

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

20　
飯田 豊彦
86
飯田　
本年、初めてチュートリアルを担当します。初めてですので少し硬いシラバスになっていますが、できるだけ、ざっくばらんで会話の多いチュートリアルにしたいと思います。テーマにつきましては、学生の皆様と相談して 決めたいと思っていますが、下記のようなことを考えています。

○「家業・同族企業の経営ー特に経営者の仕事について」

日本の大多数の企業は中小企業であり、同族企業です。変化が激しく荒々しい時代に事業を継続していくことは非常に難しいですが、それだけにダイナミックで面白くもあります。

酒卸という伝統的で非常に古い体質の業界の３代目経営者という立場から、経営者のする仕事を論じてみたいと思います。

○「酒類・食品業界の研究」

酒や食品は誰もが口にする、非常に身近な業界です。業界についてのご質問にざっくばらんにお答えしたいと思います。

尚、大阪在住ですので、メールでのチュートリアルです。具体的には、２ヶ月ごとに、「会社とは何か」とか「マーケティング」とか「人事」とかテーマを設定し、それに関する疑問や感想をＡ４、１枚程度のレポートにまとめていただき、それをもとにメーリングリストでディスカッションしたいと思います。最低、１週間に１回程度は、パソコンメールをチェックすることを前提にしたいと思います。

東京で食事をしながらのミィーティングを１－２回は持ちたいと思っています。その際は、岡本チュートリアルと合同で開催したいと考えています。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

21　
小林 一健　
86   三菱東京UFJ銀行 秘書室　
テーマ：　「ビジネスマナーの基礎」

　　・大切なのはテクニックではなく、日頃の生活態度と“心構え”

　　・難しい話は抜きにして、先ずは形から入りましょう。

　　　  挨拶、電話応対、メール・メモの書き方、先輩との接し方等々、社会人としての基礎習得を目指します。

日時：
① or ②、適宜都合のつく日程で

　　　 　　①月～金　１９時頃～　　 　　②土曜日　午前１０時～１２時 　

場所：
①都内、丸の内近辺他

　　　　
②大東文化大学教室 or 近辺
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

22　
岡本 晴彦
87
クリエイト・レストランツ
テーマ：　「会社経営という仕事」

日時：　　平日の １８：００ 頃から2時間程度　その後皆で食事。　

場所：　　都内のレストランにて

頻度：　　2ヶ月に１回程度開催

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

23　 山本 秀一　
87   チューリッヒ生命
物が溢れる飽食の時代。良いものを作れば売れるという時代は終わり、いかに優れたものを、ターゲットとする消費者に伝え、ニーズを掘り起こすか、といったことが、どの業界でもとても重要になってきます。

もののよさを、ターゲットが誰かを理解した上で、上手に伝え、他の商品やサービスではなく、それを選んでもらう、ということは、就職活動や就職後にもつながるテクニックです。

今年は、マーケティングや広告宣伝にテーマを絞り、そうした技術について勉強をしていきたいと思います。

チュートリアル後の、「このレストランの事業戦略は？」などを議論しながらの懇親会も楽しみにしてください。（出入り禁止にならない範囲で）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

24　
楠 誠晃　　
89   みずほ証券 エクイティ企画部　　89

テーマ 「株式市場について」

今年度は原点に帰って株式市場について基本的には学生の方の質問に答える形でやりたいと考えております。

株式に限らずマーケットに興味があるけれどもあまり知識はないというような方にも参加いただるようなものにしたいので参加者の方と話し合いながら、テーマ・進め方等についても弾力的に対応したいと考えております。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
25　
杉江 美樹　
93   サントリーSCM推進部
  
笠間 健太郎
93   電通 第１７営業局 アカウントプランニング部
○テーマ　：マーケティングの実際～魅力ある商品を開発し、売るための知恵とは

身近にある製品が作られ、売られるまでの間には様々な知恵が込められています。顧客のニーズに合った商品を開発するまでの知恵、その商品をCF/雑誌/WEB等を使ってアピールするための知恵、そして、店頭でお客様に選んでいただく知恵などです。このチュートリアルでは、実際の事例を用いて、商品が開発されてお客様の手に渡るまでに込められた知恵や工夫を、五感を使って楽しく学びます。

○話題となった商品の開発担当者や、宣伝を担当するクリエーターなどのゲストを招いたり、商品開発の現場を訪問したりするなど、毎回趣向を凝らして実施していきます。学生のみなさんに簡単な課題についてプレゼンテーションを行っていただくことも考えています。

○頻度　１．５か月に１回程度（計８回程度）

○開催場所、日時　未定（今後の調整とさせていただきます）

○人数　５名程度

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

26
大島 健志
95 
東京電力 経理部決算グループ
テーマ：「公益事業の経営」

これまで東京電力の企画・調査・経理部門を経験してきた立場から、経営サイド・お客さまサイドの両面から見た規制のメリット・デメリットや、公益事業ならではの経営の難しさなどについてお話しし、公益事業の経営や規制の是非等について理解を深めて頂ければと考えております。

タイトルからは堅苦しいものを思い浮かべるかもしれませんが、例えば「日本の電気料金は諸外国に比べて高いと聞いたことがあるけど、本当？」「同じ規制分野の通信は競争が激しいのに、何故ガスや電気は今も地域独占型なの？」などといった素朴な疑問をぶつけて頂き、皆でワイワイ話し合いながら考えていくというかたちを取りたいと考えております。

頻  度： 1～1.5ヶ月に1回程度。原則として平日の夕刻で1回2時間程度。

場  所： 東京電力本店（新橋駅）、大東文化大ほか（居酒屋も？）
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

27　 富田 誠一郎
95   エムエムネット　

実習内容

テーマ：　「プレゼンテーション」

プレゼンという言葉から何を思い浮かべるでしょうか。　商品・サービスや企画の紹介から論文や学説の発表に至るまで、極めて広範な場面が思い浮かびますが、いずれもその本質は、相手に伝えたいことをいかに正確に且つ魅力的に伝えるかということに尽きると思います。

本チュートリアルでは、就職活動を強く意識して、「自分自身をプレゼンする」ことに焦点を当てます。メンバー間での議論を通じて自分自身を正確に把握し、その魅力を最大限に引き出す手法を身に付けていただけるようなプログラムを考えています。

開催要領

（１） 頻  度：
1.5ヶ月程度に1回

（２） 時  間：
平日夜又は週末でメンバーの都合を適宜調整。一回2時間程度

（３） 場  所：
私のオフィス（虎ノ門）又は大東文化大

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

28　
三木 雄信
95
モビーダ・インベストメント
開催頻度　原則　月一回　19：00から2時間

開催場所　愛宕グリーンヒルズ

受入人数　5名～7名

テーマ

1　ブロードバンドコンテンツおよびネット・ゲーム業界のトレンド

2　ゲームの制作

3　ゲームの運営

4　ゲームの資金調達

5　コンテンツ業界全体の今後の展望

できる限りテーマに合った各現場の生の話を聞けるように設定したいと思っています。同時にネット・ゲームをケースとして他のブロードバンドコンテンツン全体について今後の展望を考えます。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
29　
大坪 陽介
04
ピーアイ
「“しゃべり場”～ファッション業界の現実～」


久間 一慶
04

ジャンニ ヴェルサーチ ジャパン

テーマ：　“しゃべり場”～ファッション業界の現実～

開催頻度：　1.5ヶ月に1回　土or日
開催日時：　土or日　16：00～18：00
開催場所：　大東文化大学校舎or大東文化会館
受入人数：　5名程度
毎回ファッション業界に関するテーマを決めてディスカッション形式で進めます。皆さんと年代も近いので、自分たちの実体験を基に、ファッション業界に就職するまでの過程や、現在の仕事内容などを絡めながら話し合っていければと思います。また、ゲストスピーカーとして定期的に、年代の近い梅沢ゼミOB、OGの方々をお招きして、他業界のことも知ってもらいます。

本テーマが “しゃべり場” なので本音をぶつけ合って楽しく語らいましょう！！

＊初回テーマはメンバーが決まり次第お知らせします。以上
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